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ており、周辺の市町では、従来の「静かに読書や学習を行う場」という機能に加えて、

交流や飲食が可能な、快適性の高い図書館を整備する動きが見られます。 

策定にあたっては、子どもから高齢者までのあらゆる世代、そして障がいの有無に

関わらずすべての市民が生涯にわたって読書活動に親しめるよう、また、ウェルビー

イングな空間としての図書館を提供していくために、今後の目指すべき方向性につい

て提言願います。 

 

 

 


